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永原　伸彦 N必

看護(Ｎ)

カウンセリングにおける態度と技術

　カウンセリングにおける技術というものは、その人のカウンセリング的態度の反映であり、その態度を実現化
するための通路・チャンネル・運び手のようなものです。ですから、カウンセリング的態度をしっかり身につけ
ていく必要があります。「傾聴・受容・共感」の基本的態度の習得が技法学習の土台になります。
　一方、フォーカッシングなどの体験過程療法、エンカウンター・グループなどの集団療法、子どもを対象にし
た遊戯療法などを学んでいきます。これらのカウンセリング技法を理解しつつ、カウンセリング的態度をますま
す深めて行ってください。
　また「看護とカウンセリング」というテーマについても、検討してみましょう。

１．カウンセリングにおける基本的態度
２．カウンセリングにおける態度と技術
３．「聞く」と「聴く」、「答える」と「応える」
４．「聴いてもらう体験」「聴く体験」
５．クライエントの変容のプロセス（１）
６．クライエントの変容のプロセス（２）
７．深層心理学的アプローチ　～夢～
８．深層心理学的アプローチ　～昔話・童話～

９．認知行動療法の実際　
10．来談者中心療法の実際　
11．グループ・アプローチの理論と実践
12．サポートグループの実践と展開
13．遊戯療法の理論と実践
14．看護とカウンセリング（１）
15．看護とカウンセリング（２）

その都度知らせます
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